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R４年度 R５年度 R６～７年度

【国の補助事業】官民連携新技術研究開発事業（R4～R7）

○ 集排施設では、老朽化に伴う維持管理負担の増大、災害時（停電時）の事業継続対策、温室効果ガス排出量削減対策に課題。

○ 技術革新が著しく、汎用性も高まる①省エネ（省エネ技術）、②創エネ（太陽光発電）、③蓄エネ（蓄電池）の技術を実証地区に
同時に導入して、非常時（停電時）の事業継続（強靱化）とともに、平常時の維持管理負担の軽減や温室効果ガス排出量削減
を可能にする最適なエネルギー利用システムを研究開発して構築し、集排施設における強靭化・グリーン化を推進。

○ 令和４年度は、有識者委員会を設置するとともに、実証地区を選定し、実証設備の導入に向けた設計・製作等を実施。

・システム全体像の検討
・実証方法の検討

・実証地区の選定

・ 実証調査（処理水質、発生汚泥量、発電量、使用電力量等デー
タ収集、分析等）

・『エネルギー最適利用システム導入の手引
書』の作成

太陽光発電施設・架台設置型
（群馬県富岡市）

【創エネ】太陽光発電設備（集排施設設置例）

蓄電システム(三相３線式)

・ 実証施設における停電時BCPの作成

有識者委員会の設置

・ 実証設備の設計・製作・設置
・ 実証調査を踏まえた集排施設における

”エネルギー最適利用システム”を検討

有識者等から意見聴取

太陽光発電施設・屋根置き型
（佐賀県白石町）

○事業関連技術（イメージ） 【蓄エネ】蓄電池

コントロールパネル

ばっ気撹拌装置
ばっ気ブロワ

【省エネ】省エネ運転（集排施設導入例）

・ブロワ等の風量、運転時間の調整
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小規模太陽光発電 ＋小規模蓄電池システムのイメージ
（三相２００V）

原水ポンプ

太陽光発電

＜停電時稼働機器＞
・原水ポンプ
・放流ポンプ
・破砕機
・自動荒目スクリーン
・制御盤
・遠方監視システム
・照明設備

ELB / 切替器
など

自立

連系三相200V

中央制御盤

＜通常時稼働機器＞
・停電時稼働機器
・ばっ気ブロワ 等

放流
ポンプ

三相200V

蓄電池

※実証地区に合わせた稼働機器を選定します

ばっ気ブロワ

パワコン

PCS


	R3_hojyo-101
	R3_hojyo-153
	農業用水対策技術効率化調査＜公共＞ 

	R4提案書
	別紙様式２_課題提案書提出
	別紙様式３_課題提案書
	別紙様式４_事業費内訳書

	参考01_06-1 補助事業詳細＜大塚
	06-1_補助事業実施計画＜大塚

	参考02_index-31
	スライド番号 1

	
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

	空白ページ
	ADPA6B7.tmp
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	補足資料③主な活動状況（
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	家庭用、産業用規模の組合せ検討２
	スライド番号 1

	家庭用、産業用規模の組合せ検討２
	スライド番号 1




